
　
　
　
　
　
　
　

　
昨
年
10
月
31
日
、
25
隻
の
漁
船
が
一

斉
に
ベ
ト
ナ
ム
の
ビ
ン
デ
ィ
ン
省
、
ク

イ
ニ
ョ
ン
港
を
出
港
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

船
長
を
含
む
７
、
８
人
の
乗
組
員
を
乗

せ
、
漁
船
は
約
20
日
間
の
長
い
漁
に
出

る
。
狙
い
は
キ
ハ
ダ
マ
グ
ロ
だ
。

　
付
加
価
値
の
高
い
生
鮮
品
と
し
て
ベ

ト
ナ
ム
産
の
マ
グ
ロ
を
世
界
に
売
り
出

す
た
め
、
J
I
C
A
の
協
力
の
下
、
昨

年
９
月
か
ら
こ
れ
ら
の
船
に
漁
獲
機
具

を
備
え
付
け
、
乗
組
員
の
研
修
を
重
ね

て
き
た
。
こ
の
日
は
、
資
機
材
を
完
備

し
た
漁
船
の
お
披
露
目
の
日
。
引
き
渡

し
式
を
終
え
、
い
よ
い
よ
そ
の
成
果
が

試
さ
れ
る
時
が
来
た
の
だ
。

　
ベ
ト
ナ
ム
は
、
世
界
第
３
位
の
マ
グ

ロ
輸
出
国
。
し
か
し
、
釣
り
上
げ
ら
れ

る
際
に
激
し
く
抵
抗
し
た
マ
グ
ロ
は
、

表
面
に
多
く
の
傷
が
付
く
だ
け
で
な

ベ
ト
ナ
ム
の
マ
グ
ロ

加
工
品
か
ら
鮮
魚
へ

最
初
に
使
節
団
を
送
っ
て
き
た
の
は
２

０
１
２
年
の
こ
と
。
訪
問
は
計
３
回
に

わ
た
っ
た
。
そ
の
熱
意
に
動
か
さ
れ
、

地
元
や
関
西
の
水
産
関
連
企
業
を
集

め
、
ベ
ト
ナ
ム
総
領
事
館
と
共
催
で
水

産
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を
企
画
し
た
中
心

人
物
が
、
株
式
会
社
加
藤
均
総
合
事
務

所
の
社
長
で
あ
る
加
藤
浩
輔
さ
ん
だ
。

　「
実
は
、
当
社
の
本
業
は
ビ
ル
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
で
、
水
産
業
は
専
門

で
は
あ
り
ま
せ
ん
」。
加
藤
さ
ん
は
そ

う
笑
う
が
、
同
社
の
会
長
は
N
P
O
法

人
日
越
堺
友
好
協
会
の
理
事
長
を
務
め

る
な
ど
、
ベ
ト
ナ
ム
と
の
間
に
は
長
年

の
友
好
と
厚
い
信
頼
関
係
が
あ
る
。
そ

う
し
た
経
緯
か
ら
、
同
社
を
中
心
に
、

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
水
産
物
の
卸

特集 
食卓から世界を旅する

売
・
販
売
業
社
な
ど
と
の
連
携
の
下
、

支
援
の
計
画
が
動
き
出
し
た
の
だ
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
焦
点
は
、
釣
り
針

に
掛
か
っ
た
マ
グ
ロ
を
い
か
に
損
傷
の

少
な
い
状
態
で
釣
り
上
げ
、
そ
の
後
も

鮮
度
を
保
ち
続
け
る
か
と
い
う
点
に
あ

る
。
こ
れ
ら
を
可
能
に
す
る
の
が
、
漁

獲
機
具
の
供
与
と
適
切
な
漁
獲
技
術
の

移
転
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
た
「
ツ
ナ
シ

ョ
ッ
カ
ー
シ
ス
テ
ム
」
だ
。

　
ツ
ナ
シ
ョ
ッ
カ
ー
と
は
、
漁
獲
時
に

マ
グ
ロ
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
装

置
で
、
こ
れ
を
使
っ
て
魚
を
お
と
な
し

く
さ
せ
、
身
が
傷
つ
く
こ
と
を
防
ぐ
。

さ
ら
に
、「
ホ
ー
マ
ー
」
と
呼
ば
れ
る

釣
り
糸
の
巻
き
上
げ
機
も
導
入
し
、
マ

グ
ロ
や
漁
具
に
か
か
る
負
荷
を
調
整
し

な
が
ら
適
切
に
釣
り
上
げ
る
技
術
を
伝

え
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
漁
獲
機
具
の
扱
い
方
の
指
導

に
加
え
て
、
特
に
重
要
な
の
が
、
釣
り

上
げ
た
マ
グ
ロ
の
鮮
度
を
保
つ
た
め
の

日
本
式
鮮
魚
マ
グ
ロ
の
処
理
方
法
だ
。

船
の
上
に
引
き
上
げ
た
マ
グ
ロ
は
、
身

の
色
の
劣
化
や
腐
敗
を
防
ぐ
た
め
、
素

早
く
血
抜
き
し
、
内
臓
を
取
り
除
く
な

ど
、
一
連
の
処
理
工
程
を
５
分
以
内
に

終
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。処
理
後
は
、

船
の
床
下
に
備
え
付
け
ら
れ
た
魚
倉

で
、
帰
港
ま
で
最
大
８
日
間
ほ
ど
冷
蔵

保
存
す
る
。
日
本
の
漁
師
が
1
0
0
年

く
、
暴
れ
回
る
こ
と
で
体
温
が
50
度
近

く
ま
で
上
が
り
、
自
分
自
身
の
熱
で
身

が
白
く
変
色
し
て
し
ま
う
。
こ
の
〝
身

焼
け
〞
を
起
こ
し
た
マ
グ
ロ
は
、
缶
詰

な
ど
の
加
工
品
と
し
て
し
か
売
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
だ
。

　
ベ
ト
ナ
ム
の
主
要
な
マ
グ
ロ
水
揚
げ

地
域
で
あ
る
ビ
ン
デ
ィ
ン
省
の
知
事

が
、「
生
鮮
マ
グ
ロ
市
場
に
見
合
う
品

質
の
マ
グ
ロ
を
輸
出
で
き
る
よ
う
協
力

し
て
ほ
し
い
」
と
、
大
阪
府
の
堺
市
に

鮮
度
の
維
持
に
生
き
る

日
本
の
漁
獲
機
具
と
技
術

に
わ
た
り
培
っ
て
き
た
こ
の
技
術
を
も

っ
て
す
れ
ば
、
鮮
度
と
う
ま
味
を
維
持

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

　「
鮮
度
を
保
つ
た
め
に
は
、
船
の
上

だ
け
で
な
く
、
水
揚
げ
さ
れ
た
後
に
水

産
工
場
で
行
う
、
洗
浄
・
氷
を
詰
め
る

な
ど
の
作
業
も
大
切
で
す
」
と
加
藤
さ

ん
は
言
う
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
乗
組

員
の
研
修
だ
け
で
な
く
、
品
質
チ
ェ
ッ

ク
員
を
育
成
す
べ
く
、
鹿
児
島
大
学
水

産
学
部
と
の
連
携

の
下
、
省
の
水
産

技
術
者
を
日
本
に

招
い
て
研
修
を
実

施
。
大
学
で
は
科

学
的
な
観
点
か
ら

品
質
管
理
を
学
ぶ

一
方
、
大
阪
の
中

央
卸
売
市
場
の
卸

売
り
と
仲
卸
業
者

な
ど
の
協
力
を
得

て
、
実
地
研
修
も

行
っ
た
。

　「〝
コ
ー
レ
ン
〞
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

合
言
葉
で
す
。
ベ
ト
ナ
ム
語
で
が
ん
ば

ろ
う
、
と
い
う
意
味
で
、
ビ
ン
デ
ィ
ン

省
水
産
部
の
職
員
や
、
乗
組
員
の
漁
民

た
ち
と
〝
コ
ー
レ
ン
、
コ
ー
レ
ン
！
〞

と
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
励
ん
で
い
ま

す
」。
そ
う
語
る
加
藤
さ
ん
の
今
の
夢

は
、〝
ビ
ン
デ
ィ
ン
マ
グ
ロ
〞
の
ブ
ラ
ン

ド
化
だ
。

　
日
本
の
生
鮮
市
場
に
、
高
品
質
ビ
ン

デ
ィ
ン
マ
グ
ロ
が
並
ぶ
日
は
そ
う
遠
く

な
い
だ
ろ
う
。

キハダマグロの年間漁獲実績で約１万トンを誇るベトナム。
水揚げされたマグロのほとんどは加工して輸出されている。

世界にベトナムの生鮮マグロを届けたい――。
同国の夢の実現に向けて、

日本は漁獲技術の向上を支援する取り組みに乗り出した。

ベトナムの生鮮マグロを
世界の食卓に！

乗組員の研修の様子。これからは船上の
作業だけでなく、機具のメンテナンスなども
習得しなければならない

漁船に取り付けられたホーマ
ー（左）とツナショッカー（下）。
加藤均総合事務所は、これら
の機具の注文を現地から受け
る窓口となり、普及を目指す

ビンディンマグロのブランド化
に向け、品質チェックの基準
作りを行う予定だ 

ビンディン省

Viet Nam
from ベトナム

ビンディンマグロは冷蔵車で港から45分の空港に運ばれ、世界に届けられる

ベトナムの漁船は木造だ。各船、４本の竿を海に張り出してマグロを狙う

漁獲機具を取り付けた船の引き渡しセレモニー。サン国家主席（左）と握手を交
わす加藤さん
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